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北海道大学キャンパスの動物

阿部　永・綿貫　豊

元北海道大学農学部・北海道大学農学部

哺乳類

　キャンパス内に生息する哺乳類は，現在ではごく限られた種類だけである。工学部と農場
に挟まれた位置にあるサクシュコトニ川の川岸から遺跡公園にかけての草地や”原始林”に
はまだ少数のエゾヤチネズミが生息しており，春の雪解け直後には，積雪下での活動跡（草
の繊維をかみ砕いて作った径13 - 1 5ｃｍの球状巣，草の食痕，ヤチダモ，ニセアカシヤ，
ノイバラなどの木の皮の食痕，トンネル跡）が観察できる。ただ，近年ではこれらの周辺に
も建物が多くなり，ドブネズミがふえて遺跡公園付近の川岸でも越冬するものがあるため，
その活動跡も多い。ドブネズミはエゾヤチネズミの捕食者ともなるので，エゾヤチネズミが
いつまでキャンパス内で存続できるかということが一つの関心事である。またこの付近には
オオアシトガリネズミという食虫類の1種も生息している。これは北海道に4種類いるト
ガリネズミの一つで，最も生息数の多い種類である。大型の動物としては，キツネがあり，
植物園で営巣しているものがキャンパスを行動圏の一部として利用しているので目撃されて
いる。また，近年北海道東部で生息数が増え，西部にも進出してきたエゾシカがキャンパス
内にも希に侵入するようになっており，最近のものとしては20 0 1年3月1 2日前後，農学
部裏周辺で見られたものがある。
現在キャンパス内に定住していると考えられる土着の哺乳類は，オオアシトガリネズミ，
エゾヤチネズミ，キツネの3種だけで，ほかに外来動物としてドブネズミ，クマネズミ，
ハツカネズミおよびキャンパス北西の新川から希にサクシュコトニ川に侵入してくるミンク
がある。
今から40 - 5 0年ほど前の1950 - 1 9 6 0年代，キャンパスの北側には農地や草地が広がり，

キャンパス内にもさまざまな鳥獣がみられた。現在野球場がある付近には当時2 . 3 h aほど
の小林地があり放牧地として利用されていたが，ここにはエゾヤチネズミ，ミカドネズミ，
ドブネズミが多数すみ，このほかにもアカネズミやハツカネズミが見られることもあった
（太田・高津1956）。この付近から遺跡公園にかけての草地やササ原にもエゾヤチネズミや
オオアシトガリネズミが多く，しばしばホンドイタチやイイズナ（小型イタチ）も見られた。
また，農場から農学部付近まで，毎冬ユキウサギの足跡が雪上で観察されていた。さらに，
ヤマコウモリが原始林内のイタヤカエデやハルニレの樹洞をねぐらとして利用し，植物園の
個体群とも交流していた。このような状態は19 7 0年代の中頃まで維持されていたが，そ
の後，恵廸寮の現位置への移転をはじめ，運動場の開設にともなう小林地の消失，建物の増
加等により急速に自然が後退し，動物も前述のような少数種まで減少した。なお，当時キツ
ネはこの付近では全く見られず，後述するようにキャンパス内にキツネが生息するようにな
ったのは最近のことである。
植物園で現在生息している土着の哺乳類はキツネだけである。明治時代の植物園開設当初

はともかく，その後は長らくキツネの生息は見られず，再定着が起こったのは最近のことで
ある。北海道のキツネは1 9 6 0年代から1 9 7 0年代にかけて起こった畜産業の大規模化に
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伴い，野外に排出された多量の畜産副産物を餌として増加が始まり，急速に増加したキツネ
は都市周辺にも進出して残飯等にも依存するようになった。これが1980年代で，札幌市北
海道庁の地下に侵入（1 9 8 8年 1月 3 0日）したのもその1例である。植物園には1 9 9 0年
3月に1頭が現れ，その後しばらく目撃されないこともあったが1991年10月に再び現れ，
その後は植物園だけではなくキャンパス内の農学部周辺でも頻繁に目撃されるようになっ
た。この年の1 2月には番いとなり，1 9 9 2年 2月にはキャンパス内でも2頭で見られるよ
うになった。1 9 9 2年 5月，当時植物園博物館の横にあった売店床下でこのペアが4頭の
子を産んでいるのが初めて確認された。その後は園内の斜面にキツネ自身が掘った土穴など
で毎年のように繁殖がみられ，1997年には2番の子が産まれた。これらのキツネはキャン
パスばかりでなく競馬場付近までを行動圏としていることが確かめられている。
1960年代，植物園のハルニレ，ミズナラ，ヤチハンノキ等の大木にできた樹洞内には多

数のヤマコウモリが生息・繁殖していた。1 9 6 6年 6 - 7月の調査では約5 0頭の親が8 0頭
ほどの子を産んでいるのが観察された。しかし，1970年代，樹洞のある木は折損など危険
であるとの理由で多くが除去処分された。そのこともあって，ヤマコウモリは急激に減少し，
1 9 7 6年 1 0月 1 3日，理学部付近で1頭の飛翔が見られて以降記録はない。ただ，植物園
にはまだ生息あるいは飛来する可能性があるので調査が必要である。
これら以外の哺乳類としては，外来動物のホンドイタチがかつて園内で観察されたことも

あった（19 6 9年1 2月1 2日）。しかし，19 7 0年代以降，平野部のホンドイタチは野生化
したミンクによって駆逐・置換されたため，最近はミンクが希に出現するようになっている
（1991年10月3日）。また，現在園内にはシマリスが生息しているが，これは自称自然保
護論者によって放たれたペットのチョウセンシマリスである。これは北海道のエゾシマリス
に近縁の別亜種で，北海道の土着亜種との交配によりその固有性を破戒する可能性が高い，
きわめて問題の大きい動物である。このようなペットの放逐は，現今の生物多様性保護の観
点に反する悪例の典型として位置づけられるべきものである。

エゾリスの再定着化について

キャンパスへのエゾリス導入計画に基づき，飼育繁殖させたものを1 9 9 6年から2 0 0 2
年春までに，毎年4 - 1 0頭，計48頭が放されてきた。しかし，キャンパス内の環境がエゾ
リスの生息環境として十分ではないばかりでなく，さらに悪化の傾向にあること，ネコや
キツネなど天敵による捕食が多いこと，あるいは交通事故等の原因により未だ定着には至
っていない。しかし，キャンパス内で放したものの一部が19 9 7年には植物園へ移動し，
19 9 8，1 9 9 9年に繁殖した。北海道では19 9 8年からキツネに大流行した疥癬症によりキ
ツネの大量死亡が起こっていたが，それにより植物園のキツネも20 0 0年には一時的に絶
滅した。その結果，周辺からネコ5 - 6頭が侵入するようになり園内のエゾリスも20 0 0年
秋に絶滅した。2 0 0 1年 3月，キツネが再び植物園へ侵入するとともに，周辺から1頭の
エゾリスも新たに侵入し少なくとも秋まで定着した。北海道の自然界でキツネと共存して
いるエゾリスは，植物園程度の森林環境ではキツネがいても比較的よく生存できるが，共存
経験のないネコ（待ち伏せ型捕食者）に対してはきわめて脆弱であることをこの結果は示し
ており，キャンパス内でもネコがエゾリスの定着にとって最も大きな障害であると考えられ
る。
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鳥類

北大野鳥研究会の観察によるとキャンパス内で近年記録された鳥類は100種以上に達し
ている（199 0 - 1 9 9 4年の記録では108種）。200 0年の北大野鳥研究会の観察では年間を
通じて70種が観察された（表）。アカモズ，エゾセンニュウ，オオヨシキリ，カッコウ，ク
イナ，ヒクイナ，バンは，以下の通り過去には繁殖していたが，この年には観察すらされな
かった。
1950 - 1960年代，キャンパス内の農場付近において記録された鳥類は74種であった（藤

巻1967）。これらのうち，農場以外の池などを含めキャンパス内で繁殖していたものはハ
シブトガラス，ハシボソガラス，ムクドリ，コムクドリ，スズメ，シメ，カワラヒワ，ホオ
アカ，ヒバリ，モズ，アカモズ，エゾセンニュウ，オオヨシキリ，アカハラ，ノビタキ，ハ
リオアマツバメ，カッコウ，チゴハヤブサ，キジバト，オオジシギ，クイナ，ヒクイナ，バ
ンなど23種である。現在，これらのうち少なくともホオアカ，アカモズ，エゾセンニュウ，
オオヨシキリ，オオジシギ，クイナ，ヒクイナ，バンなどはキャンパス内での繁殖が見られ
なくなっている。それは19 7 0年代以降のキャンパス周辺での都市化とキャンパス内の自
然度が急速に悪化したことによるもと思われる。たとえば，オオヨシキリは現大野池付近に
あったヨシ原（菊池・坂上・小西1957）と旧恵廸寮（現言語文化部）裏のサクシュコトニ
川沿いにあったヨシ群落において毎年多数の繁殖が見られていた。しかし，1971年5月，
1番がサクシュコトニ川のヨシの中で繁殖したのを最後に，その後繁殖は見られなくなっ
た。また，当時アカモズは少数が農場内の小林地に渡来し，繁殖ナワバリを巡りモズと激し
い争いを繰り広げていた（石城1966）。モズやオオヨシキリなど，カッコウが托卵する鳥
類が19 7 0年代以降激減または消失したことにより，キャンパス内へのカッコウの渡来も
減少し，現在その繁殖はほとんど消滅したものと思われる。
一方，近年になって生息数が増加したものもあり，その代表がマガモである。1970年代

まで，マガモはキャンパス内には定着しておらず，せいぜい一時的な少数の通過が見られる
程度であった。現在，マガモは大野池やモデルバーン付近の池などで普通に見られ，原始林
周辺などで繁殖しているが，後述するように，これも最初は植物園で繁殖が始まり，その後
各地に広がったものである。
植物園では1 9 6 0年代に7 0種ほどの鳥類が記録され，2 0種類が繁殖していた。ここで

繁殖するものは，留鳥のハシブトガラス，ムクドリ，スズメ，カワラヒワ，シメ，ゴジュウ
ガラ，シジュウガラ，ハシブトガラ，アカゲラ，ヒヨドリ，夏鳥のコムクドリ，モズ，キビ
タキ，クロツグミ，アカハラ，ハリオアマツバメ，カッコウ，アオバズク，キジバト，バン
である。ただ，バンは1 9 6 0年代初めに繁殖が消滅し，カッコウは1 9 6 5年と1 9 6 7年に
おけるヒナの巣立ち記録以降，ここでも繁殖は見られなくなっている。なお，これら植物園
で繁殖する鳥のうち，ゴジュウガラ，ハシブトガラ，アカゲラの3種は1 9 6 5年春から繁
殖するようになったものである。それまで，これらの鳥が植物園に現れるのは冬のみで，春
になると繁殖のため近隣の山地へ移動していた。しかし，1964年冬に，園内で脂肉を使っ
た給餌を行ったところ，これら3種が直ちに定着し，翌春から繁殖を始めたものである（阿
部1967）。これら都市林で繁殖したものがその後キャンパス内にも移動し，ここでも繁殖
するようになっている。近年の研究によると，キャンパス内のアカゲラでは一夫多妻の繁殖
例が見られている。また，1972年冬，植物園においてリンゴやミカンで給餌を行ったとこ
ろ，それまで冬鳥であったヒヨドリが定着し，翌春繁殖して5羽のヒナが巣立ちした。ヒ
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ヨドリは，その後1976年頃よりキャンパス内でも繁殖するものが現れた。
札幌でのマガモの都市定住化は植物園で始まった。1982年5月，植物園温室前の池に一

番のマガモが定着し，7月に9羽のヒナが生まれたが，月末までに4羽まで減り，それら
は成長した。その後毎年ここで繁殖が行われるとともに，一部は北海道庁の池に移動して繁
殖し，さらに近隣のビルの植え込みなどでも繁殖するものが現れた。キャンパス内では遅く
とも1986年頃から原始林周辺等で繁殖が始まり，1996年には農学部南棟の中庭で繁殖し，
翌年にはここで12羽のヒナが生まれた。現在，大野池などに多数住み着いているものはこ
のようにして増加したものの一部である。
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1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12

アオサギ x x x x x x メボソムシクイ x x

ゴイサギ エゾムシクイ

トビ x x x x x x x x x x x センダイムシクイ x x x

オジロワシ x キクイタダキ x x x x x

ハイタカ x キビタキ x

オオタカ x x オオルリ

ノスリ x x x エゾビタキ

チゴハヤブサ コサメビタキ x x

シロハヤブサ エナガ x

マガモ x x x x x x x x x ハシブトガラ x x x x x x x x x x x

カルガモ ヒガラ x x x x x x x x

ヤマシギ x x シジュウカラ x x x x x x x x x x x

オオジシギ x ヤマガラ x x x x x x x x x x x

ウミネコ ゴジュウカラ x x x x x x x x x x x

セグロカモメ x x キバシリ x

オオセグロカモメ x x x x x x x x メジロ x

キジバト x x x x x x x x ホオジロ x

アオバト x x x ホオアカ

ツツドリ カシラダカ x x

ハリオアマツバメ x x x アオジ x x x x x

アマツバメ x クロジ x

コゲラ x x x x x x アトリ x x

アカゲラ x x x x x x x x x x x マヒワ x x

ヤマゲラ x ベニヒワ x x

ヒバリ x x x x x カワラヒワ x x x x x x x x x x

イワツバメ x ハギマシコ x x x

ハクセキレイ x x x x x x x x x x x ベニマシコ x

ビンズイ x ウソ x x x x

モズ x x x x x x シメ x x x x x x x

ヒヨドリ x x x x x x x x x x x イカル x

キレンジャク スズメ x x x x x x x x x x x

ヒレンジャク ニュウナイスズメ x x x

ミソサザイ x コムクドリ x x x x

ノゴマ ムクドリ x x x x x x x x x x x

コルリ x カケス x x x x x x x x

ルリビタキ x x ハシボソガラス x x x x x x x x x x x

ノビタキ x ハシブトガラス x x x x x x x x x x x

クロツグミ x x

アカハラ x x x

シロハラ

マミチャジナイ x

ツグミ x x x x x x x x

ヤブサメ

ウグイス x x x

エゾセンニュウ x x

付表　北大構内の鳥（２０００）北大野鳥研究会調べ




